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千
葉
県
立
船
橋
高
等
学
校
同
窓
会
員
の
皆
様

に
は
益
々
御
健
勝
に
て
御
活
躍
の
事
と
御
喜
び

申
し
上
げ
ま
す
。

母
校
県
立
船
橋
高
校
に
於
か
れ
ま
し
て
も
県
下

屈
指
の
進
学
校
と
し
て
発
展
さ
れ
て
お
り
ま
す

卜
は
ぃ
こ
と
は
誠
に
御
同
慶
に
堪
え
ま
せ
ん
。

。
　
我
が
母
校
も
大
正
九
年
船
橋
大
神
宮
客
殿
を

学
舎
と
し
て
創
立
さ
れ
た
船
橋
中
学
院
を
ル
ー

ツ
と
し
て
、
来
る
平
成

一年
に
は
創
立
七
十
周

年
を
迎
え
ん
と
し
て
お
り
ま
す
。

同
窓
会
だ
よ
り

一
号
に
て
少
し
述
べ
ま
し
た

が
学
校
当
局
に
お
き
ま
し
て
は
創
立
七
十
周
年

′
ヾ
　
　
　
を
祝
し
て
記
念
事
業
を
実
施
す
べ
く
準
備
委
員

ド
ヽ
Ｎ
　
　
　
会
を
設
置
し
て
種
々
計
画
を
検
討
致
し
て
ま
い

以
上
の
事
業
計
画
に
基
づ
き
近
々
実
行
委
員

会
を
発
足
さ
せ
具
体
的
な
準
備
に
入
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

我
が
同
窓
会
と
致
し
ま
し
て
は
緑
化
整
備
計

画
に
対
す
る
事
業
資
金
造
成
の

一
端
を
担
う
べ

く
目
標
金
額

一
千
万
円
の
募
金
を
目
差
し
て
広

く
会
員
皆
様
の
御
理
解
と
御
協
力
を
賜
り
是
非

目
標
金
額
の
募
金
を
達
成
出
来
ま
す
様
、
懇
願

致
す
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

募
金
の
要
領
に
つ
き
ま
し
て
は
趣
意
書
等
を

作
成
し
て
広
く
御
願
い
申
し
上
げ
る
訳
で
あ
り

ま
す
が
寄
付
金
に
つ
い
て
は

一
日
五
千
円
と
し
、

成
る
べ
く
二
日
以
上
の
御
寄
付
を
御
願
い
申
し

上
げ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
が
詳
細
に
つ
い
て

は
次
国
の
理
事
会
に
於
い
て
検
討
す
る
こ
と
と

な

っ
て
お
り
ま
す
。

七
十
周
年
も
来
年
に
迫

っ
て
残
さ
れ
た
日
時

も
段
々
と
少
な
く
な

っ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
記

念
事
業
の
成
功
は

一
に
か
か

っ
て
会
員
皆
様
方

の
御
協
力
御
支
援
に
依
る
と
こ
ろ
大
で
あ
る
と

信
ず
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

我
々
役
員
と
致
し
ま
し
て
も
七
十
周
年
と
言

う
歴
史
の
重
み
を
踏
ま
え
学
校
当
局
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、

同
窓
会
等
全
校
を
挙
げ
て
記
念
事
業
達
成
の
為

に
努
力
を
蓋
し
て
ま
い
る
覚
悟
で
あ
り
ま
す
。

会
員
皆
様
方
に
も
記
念
事
業
達
成
の
為
に
全

面
的
に
御
協
力
を
賜
り
ま
す
様
重
ね
て
お
願
い

申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。
会
員
皆
様
方

の
御
健
勝
御
活
躍
を
心
か
ら
御
祈
念
申
し
上
げ

て
御
願
い
と
致
し
ま
す
。

デ
」

一
、
校
庭
内
外
の
施
設
、
特
に
緑
化
整
備
の
充

拶、
同
窓
会
会
長

森

　

田

廣
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守

去
る
、
昭
和
六
十
三
年
五
月
卜
五

日

（創
立
記
念
日
）
、
船
橋
高
校
校

長
室
は
久
し
ぶ
り
の
再
会
を
懐
し
む

人
々
の
熱
気
で
満
ち
溢
れ
て
い
ま
し

た
。
本
校
初
代
校
長

（公
立
時
代
）

山
中
肇
先
生
を
囲
み
、
当
時
の
職
員

と
生
徒
が
集
ま

っ
た
か
ら
で
す
ｃ
既

に
齢
九
卜
に
近
く
も
、
な
お
か
く
し
ゃ

く

（雙
礫
）
た
る
山
中
先
生
を
始
め
、

老
い
を
知
ら
ぬ
恩
師
の
方
々
、　
一
方
、

教
え
子
と
は
い
え
、
大
方
は
そ
れ
ぞ

れ
の
職
場
で
定
年
を
迎
え
、
新
た
に

第
■
の
人
生
を
歩
み
始
め
て
い
る
か

た
が
た
、
ほ
ぼ
半
世
紀
も
遡
る
船
橋

中
学
時
代
の
懐
古
談
に
花
が
咲
き
、

集

っ
た
約
二
十
名
の
師
弟
は
時
の
過

ぎ
る
の
を
忘
れ
て
語
り
合

っ
て
い
ま

し
た
。
私
も
同
席
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
が
、
間
も
な
く
創
立
七
十
周

年
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
木
校
に

と

っ
て
、
こ
の
集
り
は
当
時
の
こ
と

を
知
る
大
変
貴
重
な
機
会
と
も
な
り

学

校

長

　

一二
　
　
一橋

　
　
　
　
　
衛

¨

府
立
の
中
学
に
通
学
し
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
私
は
、
将
来
こ
の
学
校
を

立
派
な
中
学
校
に
つ
く
り
上
げ
、
優

秀
な
子
供
を
育
て
よ
う
と
考
え
ま
し

た
。
」
、
ま
た
、

「
そ
の
頃
、
神
奈
川

県
立
湘
南
中
学
校
が
新
し
い
学
校
で
、

学
業
に
運
動
に
立
派
な
成
績
を
あ
げ

て
い
た
の
で
、
こ
の
学
校
を
日
標
に

し
ま
し
た
。
」

こ
の
お
話
と
関
連
し
て
思
い
出
さ

れ
る
の
が
、
千
葉
健
吉
先
生
の
言
葉

で
あ
り
ま
す
。
千
葉
健
古
先
生
は
船

橋
人
神
宮

（意
富
比
神
社
）
の
神
官

で
あ
り
ま
し
た
が
、
育
英
事
業
に
も

大
変
熱
心
で
、
大
正
九
年
、
本
校
の

淵
源
と
な
る
船
橋
中
学
院
を
創
め
た

人
で
あ
り
ま
す
。
千
葉
先
生
は
開
校

の
動
機
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
語

っ

て
お
ら
れ
ま
す
。

「
そ
も
そ
も
私
が
学
校
を
建
て
た

の
は
大
正
九
年
で
し
た
が
、
そ
の
動

機
は
、
当
時
こ
の
船
橋
と
い
う
大
き

な
町
に
私
塾
す
ら
な
く
て
、
小
学
校

を
卒
業
し
た
者
は
東
京

へ
行
く
か
、

さ
も
な
け
れ
ば
千
葉
の
学
校

へ
行
く

よ
り
他
は
な
か

っ
た
。
ｌ
‥
…
こ
れ

は
何
と
か
し
て
船
橋
に
学
校
を
建
て

て
、
わ
ざ
わ
ざ
遠
い
所

へ
行
か
な
く

て
も
よ
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
た
。
」

（本
校
創
立
五

十
周
年
記
念
誌
よ
り
）

本
校
開
基
と
も
言
う
べ
き
こ
の
お
二

人
の
先
生
に
共
通
す
る
考
え
は
、
千

葉
や
東
京
に
負
け
な
い
立
派
な
学
校

を
船
橋
に
つ
く
り
、
文
武
両
道
に
秀

で
た
有
能
な
人
材
を
育
て
た
い
と
い

う
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
願
望

は
本
校
の
教
育
目
標
の
中
に
受
け
継

が
れ
、
今
日
ま
で
脈
々
と
生
き
続
け

て
い
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

本
校
生
徒
の
歌
う
校
歌
の
中
に
も
、

「
輝
く
歴
史
に
轟
く
そ
の
名
」
と
い

う

一
節
が
あ
り
ま
す
が
、
今
日

「
船

高
」
の
名
声
は
高
ま
り
、
千
葉
先
生

や
山
中
先
生
の
願
い
は

一
応
か
な
え

ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
勿

論
、
今
日
の

「船
高
」
あ
る
は
、
こ

れ
ま
で
の
各
時
代
を
支
え
て
き
た
職

員
、
生
徒
の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
と
保
護

者

。
同
窓
の
皆
様
の
温
い
協
力

・
援

助
の
賜
物
で
あ
り
ま
す
。

「守
成
の
中
に
創
業
あ
り
」
と
い

う
言
葉
が
あ
り
ま
す
が
、
現
在
の
船

橋
高
校
に
身
を
置
く
私
共
は
、
先
輩

の
築
き
上
げ
た
名
声
の
上
に
徒
に
あ

ぐ
ら
を
か
き
、
安
逸
に
過
ご
す
こ
と

の
な
い
よ
う
■
分
自
戒
す
る
と
と
も

に
、
創
草
の
志
を
忘
れ
ず
、
こ
れ
か

ら
迎
え
る
創
立
七
十
周
年
を

一
つ
の

人
事
な
節
日
と
し
て
、
更
に

一
層
の

飛
躍
の
た
め
に
努
力
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま

し

た

＾ヽ

本
校
は
、
大
正
九
年
設
立
の
船
橋

中
学
院

（私
立
）
に
始
ま
る
と
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
公
立
学
校

へ
の
移
管

は
昭
和
卜
五
年
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

当
初
は
船
橋
市
立
船
橋
中
学
校
と
し

て
発
足
し
、
新
入
牛

は
百
十
三
名

（
二
学
級
）
、
一
一学
年
以
上
は
、
前

進
で
あ
る
私
立
船
橋
中
学
校
の
在
校

生
百
八
名
を
吸
収
し
、
全
部
で
二
百

一
卜

一
名
と
い
う
小
さ
な
学
校
で
あ

り
ま
し
た
。
そ
の
年
の
五
月
十
五
日
、

現
在
地
に
お
い
て
開
校
式
典
が
挙
行

さ
れ
、
以
来
、
こ
の
日
が
本
校
の
創

主
記
念
日
と
な

っ
て
い
る
わ
け
で
あ

り
ま
す
。

山
中
肇
先
生
は
、
そ
れ
ま
で
県
立

銚
子
高
等
女
学
校
の
校
長
で
あ
り
ま

し
た
が
、
こ
の
市
立
船
橋
中
学
校
開

校
の
た
め
招
か
れ
、
以
後
四
年
間
、

こ
の
学
校
の
上
台
を
築
く
た
め
に
尽

力
さ
れ
、
そ
の
後
、
千
葉
師
範
学
校

（現
千
葉
大
学
）
女
子
部
長
に
栄
転

さ
れ
た
方
で
あ
り
ま
す
ｃ
先
生
は
開

校
当
時
を
偲
ん
で
次
の
よ
う
に
話
し

て
お
ら
れ
ま
し
た
ｃ

当
時
、
千
葉
市
と
東
京
の
間
に

は
県
立
の
中
学
校
は

一
校
も
な
く
、

優
秀
な
小
学
校
卒
業
生
は
千
葉
中
や

千
葉
高
女
に
入
る
以
　
は
皆
東
京
の

ヽ

89イ li3月 卒 業lk
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昭
和
六
卜
三
年
度
の
総
会
は
平
岡

氏
よ
り
事
務
局
を
受
け
継
ぎ
、
本
校

ゆ
か
り
の
三
橋
校
長
を
迎
え
て
二
年

日
に
な
り
、

「県
立
船
橋
高
等
学
校

創
立
七
０
周
年
記
念
事
業
」
を
計
画

す
る
大
切
な
総
会

で
あ
り
ま
し
た
。

又
、　
二
橋
校
長
の
教
え
子
達
も
多
数

出
席
し
、
ま
れ
に
み
る
活
気
あ
る
総

会
で
は
な
か

っ
た
か
と
思
い
ま
す
ご

特
に
、
記
念
事
業
を
推
進
す
る
た

め
に
同
窓
生
の
皆
様
に
ど
の
よ
う
に

理
解
し
募
金
に
協
力
し
て
い
た
だ
く

か
、
か
な
り
寒
込
ん
だ
質
疑
が
あ
り

ま
し
た
。
母
校
に
目
を
向
け
て
い
た

だ
く
た
め
に
、
新
春
名
刺
交
換
会
の

開
催
、
仲
間
と
の
情
報
交
換
や
交
流

を
深
め
る
た
め
会
員
名
簿
の
作
成
等

の
議
案
が
皆
様
の
協
力
に
よ
り
承
認

い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の

一
本
の
柱
を
も
と
に
六
十

二

年
度
は
事
業
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。

ま
ず
名
簿
作
成
は
本
校
の
卒
業
生

で
あ
る
河
村
君

（
ニ
ト
六
年
卒
）
の

経
営
す
る
東
日
本
出
版
中
に
委
託
し
、

事

務

局
長

　

小

石

現
在
そ
の
作
業
に
取
り
か
か

っ
て
お

り
ま
す
。

平
成

九
年
二
月
十

一
日
に
開
催
い

た
し
ま
し
た

「新
春
名
刺
交
換
会

・

新
春
の
つ
ど
い
し
に
お
き
ま
し
て
は
、

皆
様

へ
の
通
知
不
撤
底
と
昭
和
天
皇

の
崩
御
と
が
重
な
り
ま
し
た
が
、
百

１
卜
名
の
出
席
が
あ
り
、
十
分
に
日

的
を
果
し
、
楽
し
い
会
で
あ

っ
た
と

思
い
ま
す
。
た
だ
名
称
が
名
刺
交
換

会
で
あ

っ
た
た
め
、
女
性
の
方
が
出

席
し
に
く
い
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
Ｄ
〈
７後
は
名
称
を
更
に
検
討
し
、

恩
師
の
先
生
方
に
も
出
席
を
い
た
だ

き
、
同
窓
生
と
恩
師
の
再
会
の
場
と

し
て
多
く
の
皆
様
に
出
席
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
な
企
画
を
立
て
て
、
早

い
内
に
連
絡
出
来
れ
ば
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

支
部
組
織
に
つ
い
て
は
、
現
在
数

回
の
地
区
連
絡
会
を
持
ち
平
成

九
年

六
月
に
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
又
、
市

川
地
区
が
準
備
に
取
り
か
か

っ
て
お

り
ま
す
。
船
橋
地
区
も
近
々
結
成
に

金
力
を
上
げ
る
予
定

で
お
り
ま
す
。

そ
の
他
の
地
区
で
も
で
き
る
だ
け
早

く
取
り
組
ま
れ
る
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

平
成
元
年
度
の
重
大
な
活
動
は
、

七
十
周
年
記
念
事
業
の
募
金
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
に
つ
き
ま
し
て
は
先
の

理
事
会

（五
月
ニ
ト
五
日
）
に
お
き

ま
し
て
、
卒
業
年
度
別
に
お
願
い
す

る
こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。

０
　
中
学
院
及
び
私
立

・
市
立
時
代

卒
業
生

②
　
県
立
中
学
校
卒
業
生

⑧
　
県
立
船
橋
高
校
第
二
回
卒
業
生

ま
で

Ｃ
　
第
四
回
～
第
―
回
卒
業
生

０
　
第
十

一
回
～
第
二
十
回
卒
業
生

に
区
分
し
、
各
卒
業
年
度
ご
と
に
幹

事
の
皆
様
で
連
絡
を
取
り
合
い
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
事
務
局
と
し
て
提
案
い
た

し
た
い
こ
と
は
、
総
会
の
折
い
つ
も

話
題
に
な

っ
て
い
る
こ
と
で
す
が
、

同
窓
会
維
持
会
員
を
組
織
し
て
協
力

し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
考
え
て
お
り

ま
す
。
具
体
的
に
は
維
持
会
員
は
年

会
費
を
い
た
だ
き
、
そ
れ
を

「
同
窓

会
だ
よ
り
」
や
支
部
組
織
を
結
成
す

る
為
の
費
用
に
あ
て
る
と
い
う
考
え

で
す
。
ま
ず
は
常
任
理
事
を
中
心
に

し
て
維
持
会
員
を
増
や
し
て
行
こ
う

と
思

っ
て
お
り
ま
す
。
理
事
会
、
総

会
に
お
い
て
こ
の
案
が
受
け
入
れ
ら

れ
れ
ば
、　
一
人
で
も
多
く
御
賛
同
下

さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

事

業

報

告
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翌
答
リ
エ
ム
Ч
ｎ
Ｆ

―

記
録
風

に

―

学
校
同
窓
会
の
沿
革

大
正
九
年
、
千
葉
健
吉
理
事
長
が

船
橋
中
学
院
を
意
富
比
神
社

（大
神

宮
）
客
殿
に
開
校
し
、
大
正
十
三
年

現
在
地
に
校
舎
を
建
築
、
昭
和
四
年

財
団
法
人
船
橋
中
学
校
に
改
組
、
昭

和
十
五
年
四
月
船
橋
市
立
中
学
校
が

創
設
さ
れ

（買
収
に
よ
る
）
、
昭
和

十
九
年
県
立
移
管
、
学
制
改
革
に
よ

り
高
等
学
校
と
改
称
さ
れ
現
在
に
至

り
、
創
設
以
来
こ
こ
に
五
十
年
の
歳

月
を
重
ね
た
。
学
校
の
内
外
に
わ
た

る
発
展
は
目
ざ
ま
し
い
も
の
が
あ
り
、

誠
嘔
暑
ば
し
い
。

同
窓
会
と
し
て
は
、
昭
和
四
年
に

私
立
船
橋
中
学
校
と
し
て
改
組
さ
れ

副
会
長

萩
　
原

中
心

て
昭
和
八
年
第

一
回
卒
業
生
を
出
し

た
時
に
誕
生
し
て
い
る
が
、
中
学
院

卒
業
生
に
よ
っ
て

「
意
富
比
会
」
と

名
づ
け
ら
れ
た
別
の
同
窓
会
が
あ
る
。

昭
和
二
十
二
年
春
、
船
橋
市

「
玉

川
旅
館
」
に
発
起
人
が
集

り
、
中
学
校
卒
業
生
に
よ

る
同
窓
会
と
中
学
院
卒
業

生
の

「意
富
比
会
」
を
統

合
し
、
船
橋
中
学
校
同
窓

会
を
成
立
さ
せ
、
現
会
則

の
改
正
前
の
規
則
に
よ
り

発
足
し
た
。
そ
れ
か
ら
二

十
数
年
に
な
り
、
学
校
の

発
展
と
と
も
に
同
窓
会
も

会
員

一
万
名
予
算
四
百
万

の
会
に
発
展
し
て
き
た
。

同
窓
会
の
会
長
は
、
初

期
よ
り
昭
和
　
十
七
年
ま

で
は
学
校
長
が
兼
職
し
て

い
た
。
私
立
時
代
五
弓
安

ｌ
郎
校
長
、
市
立
時
代
山

中
肇
校
長
、
県
立
時
代
神

原
克
重
校
長
、
山

　

、汰

校
長
の
四
校
長
が
会
長
の
職
に
あ

っ

た
。
昭
和
二
十
七
年
山
口
校
長
が
オ

リ
ン
ピ

ッ
ク
大
会
日
本
選
手
団
顧
問

と
し
て
ヘ
ル
シ
ン
キ
に
参
加
し
た
時

期
に
、
会
長
を
会
員
中
よ
り
推
載
す

る
よ
う
に
会
則
を
改
正
し
た
。
歴
代

校
長
も
県
下
指
折
り
の
大
校
長

で
、

学
校
運
営
と
と
も
に
同
窓
会
の
運
営

に
も
当
り
、
会
の
基
礎
を

つ
く
り
、

現
在
の
よ
う
な
県
立
高
校
と
し
て
名

実
共
に
大
高
校
、
大
同
窓
会
と
し
て

五
十
周
年
を
迎
え
、
下
村
、
伊
藤
両

校
長
の
手
腕
に
よ
り
新
校
舎
も
出
来
、

本
日
に
至

っ
た
も
の
で
、
こ
の
間
Ｐ

Ｔ
Ａ
、
同
窓
会
の
協
力
も
大
変
な
も

の
で
あ

っ
た
。

（
以
下
次
号

つ
づ
く
）

昨
年
稲
田
、
伊
藤
、

斉
藤
三
先
生
が
発
起

さ
れ
て
開
か
れ
た
が
、

今
年
は
卒
業
生
七
名

が
発
起
人

（市
立

一

回
～
県
立
三
回
、
代

表
萩
原
忠
氏
）
と
な

り
、
去
る
六
月
十

一

日

（
日
）
午
後

一
時

よ
り
三
田
浜
楽
園
を

会
場

に
催
さ
れ
た
。

昨
年
は
山
中
、
新
妻

両
先
生
を
は
じ
め
十

四
名
の
先
生
方
が
お

集
ま
り
に
な
ら
れ
た

が
、
本
年

一
月
、
上

笹
、
稲
田
先
生
が
相

次

い
で
他
界
さ
れ
、

体
調
を
く
づ
さ
れ
て

お
い
で
の
先
生
方
も
あ

っ
て
、
六
名

（
山
中
、
鈴
木
、
高
山
、

田
中
、
道

本
、
近
藤
各
先
生
）
の
ご
出
席
を
い

た
だ
い
た
。

山
中
先
生
に
は
九
十
歳
に
な
ら
れ

て
ま
す
ま
す
お
元
気
で
、
参
会
者

の

近
況
報
告
、
思
い
出
話
等
を
終
始

に

こ
や
か
に
お
聞
き
に
な

っ
て
お
ら
れ

た
が
、
そ
の
お
姿
に
は

一
同
心
を
洗

わ
れ
る
国
　

じ
あ

っ
た
。

石

田

明

也

（副
会
長

・
現
船
高
教
諭
）

参
会
の
卒
業
生
は
四
十
名
、
森
田

同
窓
会
長
、
三
橋
現
校
長
も
ご
出
席

下
さ
れ
、
お
互
に
旧
交
を
あ
た
た
め

て
文
字
通
り
時
の
経

つ
の
を
忘
れ
る
、

す
ば
ら
し
い
会
と
な

っ
た
。

末
筆
な
が
ら
新
妻
先
生
は
じ
め
健

康
を
害
さ
れ
て
お
い
で
の
諸
先
生
方

の
ご
本
復
、　
一
日
も
早
か
ら
ん
こ
と

を
心
か
ら
お
祈
り
中
し
上
げ
る
次
第

で
あ
る
。

鳴1:ヾ
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武内茂夫Itl■ 供

山
中

・
新
妻
先
生
囲
む
会

重
ね
て
開
か
れ
る
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《
支
部
情
報
》

第
３
回
習
志
野
支
部

結
成
準
備
会
開
催
／

平
成
元
年
六
月
卜
六
日
、
千
葉
信
金

習
志
野
支
店
会
議
室
を
借
用
し
て
、

支
部
結
成
準
備
会
が
開
か
れ
、
習
志

野
支
部
会
則
の
作
成
と
、
支
部
役
員

の
選
出
が
行
わ
れ
た
。

こ
の
席
で
、
支
部
長
に
三
代
川
幹

夫
氏

（現
同
窓
会
常
任
理
事
）
が
選

出
さ
れ
た
。
副
支
部
長
以
下
の
役
員

の
選
考
に
つ
い
て
は
支
部
長
に

一
任

さ
れ
た
。

尚
、
習
志
野
支
部
は
■
地
区
に
区

分
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
地
区
委
員
を

置
き
、
地
区
委
員
を
核
に
し
て
連
絡

会
や
、
地
区
委
員
会
が
開
か
れ
る
よ

う
に
な

っ
て
い
る
。

そ
の
他
、
支
部
を
ど
の
よ
う
に
運

営
し
て
い
く
の
か
、
支
部
会
費
と
の

拘
り
に
つ
い
て
も
、
か
な
り
突
込
ん

だ
話
合
い
が
な
さ
れ
、
支
部
に
入
会

し
易
い
条
件
で
あ
る
こ
と
、
草
の
根

的
な
息
の
長
い
地
道
な
活
動
を
続
け

る
こ
と
に
よ
り
、
会
員
の
数
も
増
し

て
く
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
考
え
が
大

勢
で
あ

っ
た
。

習
志
野
支
部
と
し
て
ど
の
よ
う
な

活
動
を
行
う
の
か
期
待
し
た
い
。
そ

し
て
、
他
支
部
の
誕
生
に
影
響
を
与

え
る
こ
と
は
必
至
と
思
わ
れ
る
。

【
習
志
野
支
部
役
員
】

支
部
長

・
三
代
川
幹
人

（昭
２４
卒
）

副
支
部
長

・
塩
田
俊

一

（昭
３‐
卒
）

〃
　
　
　
畠
山
二
郎

（昭
３７
卒
）

地
区
委
員

鷺
沼
　
　
　
相
原
賢
司

谷
津
　
　
　
榎
本
信
広

津
田
沼
　
　
宮
崎
清
輝

束
習
志
野
　
古
野
義
信

屋
敷
　
　
　
保
津
幸
子

人
久
保
　
　
横
井
宏
遠

会
　
計

・
吉
田
美
恵
ｒ

〃
　
　
　
山
本
文
子

会
計
監
査

・
市
角
照
男

〃
　
　
　
中
村
嘉
秀

ご
あ

い
さ

つ
三
代
川

幹
夫

習
志
野
支
部
組
織
の
結
成
に
当
り

一
言
中
し
上
げ
る
機
会
を
頂
き
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
十
月
の
第

一
回
準
備
会
よ
り

三
回
日
の
六
月
十
六
日
の
会
議
に
よ

り
、
皆
様
方
の
ご
推
挙
に
よ
り
支
部

長
の
重
任
を
お
引
き
受
け
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
微
力
で
は
あ
り
ま

す
が
、
そ
の
重
大
さ
を
厳
し
く
受
け

と
め
、
同
窓
会
員
の
相
互
理
解
と
支

部
発
展
運
営
に
力
を
い
れ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

な
に
し
ろ
初
め
て
の
支
部
結
成
で
、

と
ま
ど
い
も
感
じ
ら
れ
ま
す
。
し
か

ヽ

し
、
皆
様
方
の
御
協
力
御
支
援
で
立

派
な
支
部
を
結
成
し
、
船
高
同
窓
会

の
先
達
と
な
る
よ
う

一
生
懸
命
努
力

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
右
に
も
片
よ

ら
ず
、
左
に
も
行
か
ず
、
中
道
よ
ろ

し
く
皆
様
方
の
意
見
を
良
く
聞
き
、

本
部
同
窓
会
と
も
連
絡
を
取
り
な
が

ら

一
歩

一
歩
進
ん
で
同
窓
会
発
展
向

上
の
為
、
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

重
ね
重
ね
習
志
野
支
部
会
員
の
御
協

力
を
お
願
い
中
し
上
げ
ま
す
。

（昭
３０
卒
）

（昭
３３
卒
）

（昭
２９
卒
）

（昭
３５
卒
）

（昭
３‐
卒
）

（昭
３９
卒
）

（昭
３４
卒
）

（昭
３‐
卒
）

（昭
３０
卒
）

（昭
３２
卒
）

「‐
‐
‐

一
七
十
周
年
記
念
事
業
を
具
体
的
に

ど
の
よ
う
に
し
て
″何
う
の
か
、
実
″何

委
員
会
が
設
立
さ
れ
た
。

（第

一
回

実
行
委
員
会
が
七
月
八
日
に
も
た
れ

た
）Ｐ

Ｔ
Ａ
側
か
ら
増
国
会
長

・
今
橋

副
会
長

・
小
川
常
任
理
事
、
同
窓
会

か
ら
森
田
会
長

・
萩
原
副
会
長

・
斉

藤
副
会
長

・
小
石
専
務
理
事
、
学
校

側
か
ら
三
橋
校
長

・
廣
井
全
日
制
教

頭

・
本
田
定
時
制
教
頭

・
石
田
明
也

教
諭

・
鈴
木
教
諭

・
島
田
教
諭

・
石

川
事
務
長
の
計
十
四
名
で
構
成
さ
れ

る
。
す
で
に
記
念
事
業
計
画
と
し
て
、

緑
化
推
進
、
記
念
誌
発
行
、
同
窓
会

名
簿
の
発
行
が
決
定
さ
れ
、
同
窓
会

設
立

名
簿
に
つ
い
て
は
そ
の
作
業
に
取
組

ん
で
い
る
。

緑
化
推
進
に
つ
い
て
は
、
母
校
に

緑
が
あ
ま
り
に
少
な
く
、
七
十
周
年

を
迎
え
る
学
校
に
し
て
は
そ
の
風
格

に
欠
け
る
と
い
う
内
外
か
ら
の
風
評

が
あ
り
、
今
回
そ
れ
に
答
え
る
べ
く

同
窓
会
が
母
体
に
な

っ
て
資
金
集
め

の
役
割
を
引
き
受
け
る
よ
う
に
な

っ

た
。
募
金
の
目
標
は

一
千
万
円
で
あ

る
が
、
校
舎
内
の
施
設

・
設
備
等
を

み
る
と
色
々
不
足
し
て
い
る
も
の
や

貧
弱
な
も
の
が
多
い
。
で
き
れ
ば
こ

の
度
の
募
金
活
動
で
施
設

・
設
備
の

方

へ
も
援
助
で
き
る
ゆ
と
り
が
出
れ

ば
良
い
と
願

っ
て
い
る
。

《
同
期

会

情

報

》

海
神
会

の
歴
史
散
策

海
神
　
酒
ど
こ
ろ
な
か
に
し
」
に

よ
く
集
ま
る
第
十
一
回
卒
業
の
仲
間

た
ち
。
飲
む
だ
け
で
は
な
く
、
時
に

は
知
的
行
動
を
と
い
う
話
に
な
り
、

佐
倉
の
町
の
歴
史
散
策
と
な

っ
た
。

強
い
日
射
し
の
照
り
つ
け
る
な
か
、

堀
田
屋
敷
、
武
家
屋
敷
跡
、
歴
史
民

俗
博
物
館
等
を
見
学
。
鹿
島
川
ほ
と

り
の
川
魚
料
理
屋
で
腰
を
落
し
て
い

つ
も
の
飲
み
会
に
も
ど

っ
て
し
ま

っ

た
が
、
健
康
的
な

一
１１
で
あ

っ
た
。

■
―――
星
性
け
に
て

＝
二
年
６
１１
１
１１
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た
ち
ば

な
祭

文
化
祭
に

「
た
ち
ば
な
祭
‐
と
名

称
が

つ
け
ム
れ
た
の
は
い
つ
の
頃
か

ら
だ
ろ
う
か
。
占
い
同
窓
生
に
は
馴

染
み
の
な
い
名
称
で
あ
る
が
、
六
月

中
に
行
わ
れ
る
た
め
か
、
も
の
珍
ら

し
さ
も
あ
り
、
他
校
か
ら
の
訪
間
も

多
い
。
文
化
委
員
会
の
発
行
す
る
六

千
部
の
案
内
冊
子
も
大
方
な
く
な

っ

て
い
る
の
で
、
来
校
者
の
多
い
こ
と

が
伺
が
え
る
。
最
近
で
は
校
門
の
外

に
屋
台
が
並
び
、
何
と
も
複
雑
な
気

持
で
あ
る
。

た
ち
ば
な
祭
の
内
容
は
と
見
る
と
、

ひ
と
こ
ろ
の
お
化
け
屋
敷
や
劇

・
映

画
は
少
な
く
な
り
、

縁
日

・
ゲ
ーム

の
類

が
多
い
。
し
か
し
〓

年
と
も
な
る
と
そ
の

飾
り

つ
け
は
流
石
と

思
わ
せ
る
も
の
が
あ

２つ
。今

年
の
展
示
の
中

で
注
目
す
べ
き
も
の

は
教
員
団
体
に
よ
る

「青
橘
展
」
で
あ

っ

た
。
陶
芸
、
木
彫
、

写
真
、
絵
画
な
ど
で
、

な
か
で
も
、
八
十
四

歳
に
な
ら
れ
た
下
村

弘
毅
先
生
（第
四
代

・

第
六
代
校
長
）
が
今

回
、
油
画
四
十
号
を

特
別
出
品
さ
れ
、
そ

の
若
さ
に
驚
嘆
さ
せ

ら
れ
た
。

ヽ

平
成

元
年
度

学
校
整
備
計
画

平
成
元
年
度
に
次
の
よ
う
な
学
校

整
備
事
業
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

な
か
で
も
、
創
立
七
０
周
年
に
む

け
て
待
望
の
水
球
兼
用
Ｌ
屋
付
水
泳

プ
ー
ル
は
他
に
誇
れ
る
も
の
で
す
。

同
窓
会
員
も
是
非
ご

一
覧
下
さ
い
。

①
　
水
球
兼
用
上
屋
付
水
泳
プ
ー
ル

建
築
工
事

②
　
武
道
場
改
修
工
事

③
　
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
室
冷
暖
房
装

置
工
事

④
　
部
室

（
１０
室
）
建
築
工
事

∧
著
書
紹
介
Ｖ

『
飢

は
恋
な
ら
ず
』

吉
野
孝
雄

　
一
九
四
五
年
東
京
生

れ
り
早
大
文
学
部
露
文
科
卒
業
。

千
葉
県
立
船
橋
高
校
教
諭
。

『
宮
武
外
骨
』
（
河
出
書
房
新
社
、

一
九
八
０
年
）
で
第
七
回
日
本
ノ
ン

フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
賞
を
受
賞
。

著
書
に

『
過
激
に
し
て
愛
嬌
あ
り
―

「
滑
稽
新
聞
」
と
宮
武
外
骨
』

（
筑

摩
書
房
）
。
編
著
に

『
予
は
危
険
な

人
物
な

「

IFn 浪の合計

88年度進学情況

主な国公立大学の合格 進学数 (平 成ノし年度)

[蔓百  亜
1北 海 道 大 (月 ) 1 23名
1東 Jヒ 大  (B) 1  23
1筑 波 大 (Jヽ ・B)1 22 6

16

46

13

9

6

4

41

13

4

3

1埼  |:大 (A)1 43
千 葉 大  (B) . 111
東 京 人  (B)    45

1東京学芸大  (A) 1  24
東京外語大  (ヽ ) .  6
東京工業大  (A) 1  56 21

お茶の水大  (3) 1  11
都  1/ 大  (B)    10

一 橋 大  (3) 1  2り
横 浜 国 人 (A・ B)1  11
名 「≒屋 人 (ヽ )1 43

1京 都 大 (前・後) 56 12 (21)

匝 理型 _」_ 1 5'19'|

主な私立大学の合格 進学数 (平 b文 元年度) 現 浪の合計

兌
一

畢
い一

自
秘
Ｌ

『
宮

武

外
骨

・

滑
稽
新

間
朱
全

六
冊

・

一現
藤序
童
日

一房
）
が

あ
る
。

学

一
人

，”∧（　一　じ」″

をなさず飢 |

68 (23)l慶  応  大
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懇

い
ち

の

【堕
品
と
私

の

つ
き

あ

い

戦
後
ま
も
な
い
昭
和
三
十
二
年
四

月
の
始
め
。
ｌ
階
建
て
の
木
造
校
舎

を
背
に
し
て
校
庭
に
集
ま

っ
た
全
校

生
徒
に
新
任
の
挨
拶
を
し
ま
し
た
ｃ

広
い
校
庭
の
中
に

一
塊
り
の
六

ｔ
Ｏ

名
の
生
徒
。
そ
の
向
う
に
は
起
伏
の

あ
る
畑
が
広
が

っ
て
い
ま
し
た
。
そ

の
畑

の
中
の
小
路
を
京
成
花
輪
駅

（現
セ
ン
タ
ー
競
馬
場
駅
）
か
ら
歩

い
て
通
勤
し
た
も
の
で
し
た
。
全
校

生
徒
は
、
新
制
高
校

一
回
生
と
、
併

設
さ
れ
た
中
学
の
二

・
三
年
生
で
し

一
た

。

そ
れ
か
ら
、
昭
和
五
十
九
年
二
月

ま
で
の
退
職
ま
で
、
生
物
科
の
教
師

と
し
て
三
卜
六
年
間
勤
め
さ
せ
て
も

ら
い
ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が

あ

り

ま

し

た

。

今
の
船
高
に
昔
を
探
る

こ
の
原
稿
依
頼
を
受
け
た
の
を
機

に
、
本
年
六
月
中
旬
、
学
校
敷
地
内

を
ち
ょ
っ
と
う
ろ
つ
か
せ
て
も
ら
い

ま

し

た

。

様
変
り
し
た
学
校
の
中
で
、
音
の

姿
を
偲
ば
せ
て
く
れ
る
も
の
は
、
や

は
り
旧
正
門

（旧
佐
倉
街
道
に
面
し

た
）
の
あ
た
り
で
し
た
。
正
門
を
入

っ

た
す
ぐ
右
手
に
、
人
目
に
つ
き
に
く

い

「中
学
碑
」
が
あ
り
ま
す
。
ま
た

」
絶

　
　
　
　
　
　
　

、

旧
職
員

小
　
滝

　

一
　

夫

こ
こ
は
そ
の
昔
、
玉
造
り
の
場
所
で

も
あ

っ
た
と
い
わ
れ
ま
す
ｃ
昭
和
一

十

一
年
四
月
に
、
県

，
船
橋
中
学
校

に
入
学
し
た
生
徒

（
二
百
名
）
が
旧

制
中
学
の
最
後
の
学
年
の
消
滅
を
惜

ん
で
建
て
た
も

の
で
す
、

碑
文

に

「幾
年
を
を
此
処
に
栄
え
し
、
学
園

の
錆
は
黙
も
り
‥
…
、
花
輪
辺
は
思

い
出
尽
き
ず
、
若
き
日
は
悔
い
な
か

り
け
り
」
と
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
碑
の
建
立

（
二
十
四
年
二
月
）

の
式
典
が
、
校
庭
で
夜
を
徹
し
て
行

わ
れ
ま
し
た
。
偶
然
に
も
私
の
宿
直

の
夜
で
し
た
。
時
の
流
れ
を
惜
し
む

生
徒
、
教
師
の
姿
や
声
が
今
も
心
に

よ
み
が
え
り
ま
す
。

記
録
に
よ
れ
ば
、
碑
の
近
く
に
月

桂
樹
が
植
え
ら
れ
た
と
の
こ
と
。
旧

校
舎
取
り
壊
し
で
、
旧
正
門
脇
に
移

さ
れ
、
月
桂
樹
は
今
も
な
お
そ
の
緑

の
葉
を
繁
ら
せ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
正
門
近
く
、
講
堂
兼
体
育
館

が
あ
り
ま
し
た
。
街
道
と
講
堂
の
間

に
植
・４
り
れ
た
椎
の
木

（
ス
ダ
ジ
イ
）

は
、
今
、
占
木
の
貫
録
を
見
せ
て
い

ま
し
た
。
校
外
に
エ
ス
ケ
ー
プ
す
る

生
徒
た
ち
の
通
路
と
い
え
ば
懐
し
い

想
い
出
を
も
つ
人
も
い
る
こ
と
で
し
ょ

う
。
船
高
の
特

別
保
存
、
保
護

地
区
と
し
て
位

置
づ
け
た
い
と

こ
ろ
で
す
。

珍
ら
し
い
林

間
学
校
実
施
校

だ

っ
た

「新
鮮
な
山

で
、
心
に
収
獲

を
、
自
主
的
に

楽
し
い
思
い
出

を
、
友
だ
ち
づ

く
り
、
グ
ル
ー

プ
活
動
に
励
も

う
」
。
そ
ん
な

目
的
で
高
峰
高

原
林
間
学
校
が

雲

え

た
ド

、
需

千

牟

。

他
校
に
先
が
け
て
、
ま
た
五
十
八
年

ま
で
、
二
十
二
年
間
に
も
渡

っ
て
続

け
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
間
に
、
参
加
総
生
徒
数
約
九

千
七
百
名
、
教
師
数
四
五
〇
名
の
多

き
に
達
し
ま
し
た
。
浅
間
山
の
噴
火
、

宿
舎
の
情
況
変
化
、
生
徒
数
増
加
な

ど
で
と
り
や
め
に
な

っ
た
こ
と
は
ほ

ん
と
う
に
残
念
な
こ
と
で
し
た
。

船
高
卒
業
生
全
体
の
約
７０
％
が
参

加
し
て
き
た

一
大
学
校
行
事
で
あ
り
、

県
内
は
も
と
よ
り
、
他
県
に
も
例
の

少
な
い
ケ
ー
ス
だ

っ
た
と
思
い
ま
す
。

夜
の
宿
舎
の
に
ぎ
や
か
さ
、
キ
ャ

ン
プ
フ
ァ
イ
ャ
ー
の
興
奮
、
寝
な
い

者
、
廊
下
に
立
た
さ
れ
る
者
、
裸
の

ま
ま
寒
い
屋
外
に
は
う
り
出
さ
れ
る

者
な
ど
な
ど
。

母
校
に
拠
せ
る
心
を
も
う

一
度

高
校
生
活
は
、
三
年
区
切
り
。
ト

コ
ロ
テ
ン
の
よ
う
に
次
か
ら
次

へ
と

多
く
の
生
徒
た
ち
が
立
ち
去

っ
て
い

き
ま
し
た
。
ま
た
多
く
の
教
師
も
出

た
り
入

っ
た
り
。
考
え
て
み
れ
ば
落

着
き
の
な
い
と
こ
ろ
で
も
あ
り
、
ま

た
、
新
鮮
な
環
境
を
提
供
し
て
く
れ

る
と
こ
ろ
で
も
あ
り
ま
し
た
。

日
ま
ぐ
る
し
く
変
る
学
校
の
中
に

も
、
い

つ
も
変
ら
ず
、
夢
を
与
え
、

相
い
出
を
創

っ
て
く
れ
る
環
境
が
ほ

し
い
と
、
退
職
近
く
に
な

っ
て
や

っ

と
気
づ
き
ま
し
た
。

六
〇
周
年
行
事
に
か
け
て
、

「
ド

ン
グ
リ
作
戦
」
を
提
唱
。
種
子
か
ら

常
緑
樹
の
苗
を
作
り
、
緑
の
少
な
い

校
内
の
緑
化
を
二
、
三
十
年
か
け
て

や
ろ
う
と
い
う
計
画
で
し
た
。
南
館

の
南
側
空
地
に
苗
畑
を

つ
く
り
、
ク

ラ
ス
の
奉
仕
作
業
、
緑
化
推
進
委
員

会
の
先
生
方
の
協
力
で
ど
う
に
か
シ

ラ
カ
シ
、　
マ
テ
バ
シ
イ
の
苗
が
育
て

ら
れ
ま
し
た
。
と
こ
ろ
で
、
今
回
訪

れ
た
学
校
の
中
庭
に
は
寄
贈
の
木
々

が
生
き
の
び
て
は
い
ま
し
た
が
、
南

側
グ
ラ
ン
ド
周
辺
の
木
々
は
個
体
数

が
ご
く
少
く
な
り
、
心
配
で
し
た
。

変
転
す
る
学
校
の
中
で
は
、
記
念

樹
の
移
植

・
管
理
の
方
針
や
方
法
が

変
り
ま
す
。
そ
ん
な
中
で
、
恒
久
的

な
管
理
運
営
が
で
き
る
よ
う
、
七
十

周
年
の
時
点
で
は
ぜ
ひ
専
門
的
分
野

か
ら
の
検
討
さ
れ
た
プ
ラ
ン
が
創
ら

れ
る
こ
と
を
望
み
ま
す
。
同
窓
会
の

出
番
の
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
。

千葉市都「 率1化¬占物円な どりの‖1談 曇t'li炎 所υ)向けで

[1講堂跡より HIFり を眺む
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∧
職
員
移
動
Ｖ

植
田
明
麿

（教
頭

・
県
立
市
川
南
高

校
校
長

・
昭
和
６２
年
４
月
～
平
成

元
年
３
月
）

田
村
　
社
桓
（社
会
科

‥
市
立
千
葉
高

校

。
昭
和
５７
年
４
月
～
平
成
元
年

３
月
）

米
地
俊
夫

（社
会
科

・
宮
城
県
立
栗

原
農
業
高
校

・
昭
和
６３
４
月
～
平

成
元
年
３
月
）

井
上
久
男

（国
語
科

。
県
立
松
戸
矢

切
高
校

・
昭
和
６３
年
４
月
～
平
成

元
年
３
月
）

江
崎
俊
夫

（数
学
科

・
情
報
処
理
教

育
セ
ン
タ
ー

・
昭
和
５９
年
４
月
～

平
成
元
年
３
月
）

島
　
寛
靖

（数
学
科

・
県
立
国
府
台

高
校

・
昭
和
５０
年
４
月
～
平
成
元

年
３
月
）

越

一
太
郎

（理
科

・
県
立
柏
高
校

・

昭
和
５７
年
４
月
～
平
成
元
年
３
月
）

丸
石
照
機

（理
科

・
県
立
八
千
代
高

校

・
昭
和
５０
年
４
月
～
平
成
元
年

３
月
）

山
本
孝
二

（理
科

・
県
立
国
府
台
高

校

・
昭
和
５‐
年
４
月
～
平
成
元
年

３
月
）

大
迫
　
大

（理
科

・
県
立
千
葉
東
高

校

・
昭
和
５３
年
４
月
～
平
成
元
年

３
月
）

青
木
　
寛

（保
健

・
体
育
科

・
県
教

育
委
員
会

・
昭
和
６‐
年
４
月
～
平

成
元
年
３
月
）

板
垣
信
隆

（保
健

・
体
育
科

・
県
立

布
佐
高
校

・
昭
和
５８
年
４
月
～
平

成
元
年
３
月
）

辻
　
富
子

（図
書

・
退
職

。
昭
和
２７

４
月
～
平
成
元
年
３
月
）

望
月
賢
二

（事
務

・
県
教
育
委
員
会

・

昭
和
６‐
年
４
月
～
平
成
元
年
３
月
）

横
尾
　
庫

（用
務

・
退
職

・
昭
和
３‐

年
４
月
～
平
成

九
年
３
月
）

加
藤
孝
雄

（定
時
制
保
健

・
体
育

・

県
立
船
橋
豊
富
高
校

。
昭
和
６０
年

４
月
～
平
成
元
年
３
月
）

金
子
さ
き

（定
時
制
用
務

・
退
職

・

昭
和
４９
４
月
～
平
成
元
年
３
月
）

来
年
、
七
十
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
記
念
事
業
を
計
画
し

て
お
り
ま
す
。
多
数
の
方
々
の
出
席
を
い
た
だ
き
ご
協
力

・
ご

意
見
を
い
た
だ
き
た
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
ｃ
ご
参
加
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

会
員
名
簿
調
査
中

創
立
七
十
周
年
記
念
事
業
の

一

つ
と
し
て
同
窓
会
名
簿
の
作
成
が

あ
り
ま
す
が
、
た
だ
今
、
調
査
を

実
施
し
て
お
り
ま
す
。

一
万
九
千
名
の
会
員
の
な
か
に

は
、
遠
く
海
外
や
、
国
内
各
地
で

活
躍
さ
れ
て
お
り
、
会
員
の
み
な

さ
ん
の
情
報
で
今
ま
で
不
明
で
あ
っ

た
方
々
の
居
所
が
判
明
し
て
お
り

ま
す
。
ぜ
ひ
、
情
報
を
お
寄
せ
下

さ
い
。

人
情
報
連
絡
先
Ｖ

Ｏ
二
七
二
　
船
橋
市
東
船
橋
六
丁

目

一
番

一
号

千
葉
県
立
船
橋
高
等
学
校
同
窓
会

同
窓
会
名
簿
事
務
局

６
０
四
七
二

・
四
四

・
六
四
六
九

∧
名
簿
予
約
注
文
受
付
中
Ｖ

頒
価
　
四
〇
〇
〇
円

（送
料
七

〇
〇
円
）

あ

と

が

き

第
二
号
を
ど
う
や
ら
発
行
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
創
刊
号
に
対
し

て
は
励
ま
し
や
喜
こ
び
の
感
想
を
い

た
だ
い
た

一
方
で
、
厳
し
い
ご
批
判

も
い
た
だ
き
ま
し
た
。
大
変
参
考
に

な
り
ま
し
た
。
同
窓
会
の
方
向
や
活

動
を
支
え
る
の
は
同
窓
会
員
で
あ
る

同
窓

会

総
会

ご
案
内

と
　
き

。
平
成
元
年
八
月
六
日

と
こ
ろ

・
船
橋
高
校
セ
ミ
ナ
ー

（日
）
午
前
十
時

ハ
ウ
ス

上
笹
　
雪
先
生

「数
学
」

（昭

和
１７
年
～
１９
年
）

。
平
成
元

年
１
月
６
日
逝
去

・
８３
才
）

稲
田
正
通
先
生

「社
会
」

（昭

和
１８
年
～
３９
年
）

・
平
成
元

年
１
月
１９
日
逝
去

・
８２
才
）

橋
本
隆
男
先
生

「保
健

・
体
育
」

（昭
和
３８
年
～
５４
年
）

・
平

成
元
年
４
月
２７
Ｈ
逝
去

・
“

才
）

露
崎
節
男
先
生

「校
長
」

（昭

和
４７
年
～
５３
年
）

。
平
成
元

年
１
月
２７
日
逝
去

・
７０
才
）


